






  要約:出生体重 150Og 未満のいわゆる極低出生体重児の栄養給付目標を設定するために、

未熟児栄養の主体となっている母乳の成分分析を行い、それをもとに昭和大学病院周産期

センターに入院し生存退院した児で、厚生省心身障害研究班「極低出生体重児の発育曲線」

上、平均以上の発育を示した児の NICU 入院中の授乳量や栄養摂取量について検討を行っ

た。その結果、平均以上の発育をとげた出生体重 1000g 未満の児では生後第 4週、1000～

1500g の児では生後第 3 週に授乳量が 120ml/kg/day をこえ、その後 15Oml/kg/day まで順

調に増量できた児が平均以上の発育を遂げており、これらの児の蛋白質摂取量は

2.5g/kg/day、エネルギー摂取量は 100～110kcal/kg/day であることが明らかとなった。


